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研究成果の概要（和文）：本研究は武蔵野台地の地形区分を再検討し，Ｓ面，M面（M1a-b，M2a-d，M3）等の新
区分を求めた．豊島区等で採取したオールコアから得たテフラを既知のテフラと比較し，中期更新世のAta-Th，
TCu-1，Tky-Ng1を認定，GoP1，So-OT，TE-5aも可能性が高い．以上は年代軸を与え，有孔虫や珪藻等の分析か
ら，MIS9，MIS7，MIS5.5に淡～海水環境の推移を確認した．年代軸や環境を得たコアを基準ボ－リングデ－タか
ら1km格子に沿う多数の地質断面図を作成した．
　以上は東京礫層，武蔵野・立川礫層群，BG等の基底地形を重層的に表す三次元広域地盤モデルの構築に貢献す
る．

研究成果の概要（英文）：Based on new division of Musashino Uplands, middle and late Pleistocene 
geological and topographical sequences in Tokyo areas were investigated using three drilling cores 
and great numbers of coring data in Musashino Upland areas. Many tephra layers obtained from cores 
were correlated to known major tephras using petrographic properties and major element chemical 
properties; Ata-Th (MIS7), TCu-1(Tm-2) (MIS7), Tky-Ng1 (MIS9). and probably GoP1 (MIS9), So-OT 
(MIS9), TE-5a (MIS11). Luminescence dating was added to determine the stratigraphic positions. 
Foraminifer, ostracode and diatom analyses gave sedimentary environments of each core. These results
 show that 4 cycles, probably 5 cycles transgressions and deposits are distributed in Tokyo; MIS1, 
MIS5.5, MIS7, MIS9 and probably MIS11,
 

研究分野： 第四紀学，地形学，第四紀地質学

キーワード： 中期更新世　武蔵野台地　東京の地下地質　武蔵野台地の新たな地形区分　阿多―鳥浜テフラ　高山-Ng
1 テフラ　テフラの化学分析

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来，武蔵野台地や東京の地下の地質構造について，特に中期更新世に関しては十分には解明されていなかった
が，中期更新世のテフラの存在が明らかになることによって、MIS5.5　海進以前についても詳細な検討が可能と
なった．軟弱地盤を主に構成する沖積層以外に，東京層にも軟弱な海成泥層が知られており，今回試料が得られ
た中期更新世の堆積物についても圧密特性等の地盤工学的特性の理解は急務である．これらは東京の地下地質の
正しい理解の上に初めて検討可能なものであり，理学的な成果と共に、防災上も貢献するところが大きい．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 首都東京の地形や地下地質層序については古くから研究がスタートし，多数の研究がなされてきた

にもかかわらず，研究者や研究機関による捉え方が統一されず，見解が分かれている側面が強かっ

た．一方，この武蔵野台地においては多数のボーリングデータが集積され，公開されているという有

利な条件があり，地層を直接確認できるボーリングコアの活用によって飛躍的に研究が前進する可能

性を秘めている．こうした条件の中で，武蔵野台地の地形の再検討を高精度 DEM の活用に基づいて進

めることによって，高分解能の地形区分と，ボーリングコアの活用，および大量のボーリングデータ

の活用を組み合わせて，首都東京，武蔵野台地の地盤条件を新たに解明する条件が整ってきていた． 

 

２．研究の目的 

 上記背景の下で，第 1段階として 1ｍDEM に基づく武蔵野台地の新たな地形区分を進めること，第 2

段階としてオールコアボーリングを実施して，地下のテフラや堆積物に基づく年代決定や古環境の復

元を図ること，第 3段階として，年代や環境のデータが入ったボーリング柱状図を基準ボーリングと

して用い，大量に存在するボーリングデータに基づく地質層序解析を確かなものに近づけていくこ

と，以上を総合して，首都東京の地形と地下地質層序，および古地形を解明することを目的とする．

以上の成果が得られれば，首都が抱えている地盤に関わる諸問題，活断層を含む活構造の理解や，水

問題にも資することが可能となる． 

 

３．研究の方法 

（1）高精度 DEM 等に基づく地形面解析 

 1ｍ等高線を基礎として地形区分の見直しを図る．従来台地の縁辺部に偏在した露頭情報をこれに

より本来の地形区分と対応させることが可能となる． 

（2）年代軸の取得 

 年代軸の設定は本研究の中心をなすものであるが，テフラの認定・対比とルミネッセンス年代の測

定によった．テフラに関しては屈折率を含む記載岩石学的手法に，火山ガラスの主成分化学組成を分

析を加えて行い，Matsu'ura et al.（2021）等との比較に基づき認定・対比した．化学分析は隅田ま

り氏，藤根久氏，屈折率は鈴木正章氏，植村杏太氏の協力を得た． 

（3）オールコアボーリングの実施 

 3 か所においてオールコアボーリングを実施した．コアの採取と記載については，杉中佑輔氏，石

綿しげ子氏，関本勝久氏らの協力を得た．オールコアボーリング以外に，調査ボーリングによる試料

も活用した． 

（4）古環境分析 

 コア試料を対象に，貝形虫分析，有孔虫分析，珪藻分析を行い，各コアにおける海進・海退の履歴

を明らかにした．関本勝久氏，野口真利江氏の協力を得た． 

（5）ボーリングデータの解析 

 基準ボーリングを基準としながら大量のボーリングデータの解析を，ボーリング柱状図解析システ

ムを用いて進めた．この作業には石綿しげ子氏，杉中佑輔氏の協力を得た． 

 

４．研究成果 

（1）武蔵野台地の新たな地形区分 

 武蔵野台地の地形区分を改め，Ｓ面（MIS5.5）が大山地区など残丘状のものを含め各所に分布する

ことなどが確認された（遠藤ほか，2019）．この論文は 2021 年度第四紀学会論文賞を得た． 



 

図 1 武蔵野台地北東部の地形区分（遠藤ほか，2019）と基準ボーリングの位置 

 

（2）年代軸の獲得について 

 認定・対比されたテフラに基づき，Ａ層（沖積層），Ｂ層（東京層），Ｃ層（下総層群の清川層・

上泉層相当），Ｄ層（下総層群の藪層相当），さらにはＥ層（下総層群の地蔵堂層相当の可能性があ

る）に区分することができた． 

 MIS6-MIS5.5 のＢ層（東京層）から，箱根のテフラが集積する大磯丘陵の土屋ローム層から下末吉

ローム層のテフラが確認された（植村ほか，2020）． 

 土質調査ボーリング試料を検討した文京区本郷では，阿多鳥浜テフラ（Ata-Th），箱根 TCu-1 テフ

ラが認定・対比されＣ層を確認，さらにその 10ｍ下位から高山-Ng1 テフラ（Tky-Ng1）が認定・対比

され，Ｄ層を確認した．Ｄ層にはその上位に GoP1 が存在する可能性が強い．さらに Tky-Ng1 の下位

には MIS11 の TE-5 が存在する可能性がある． 

 オールコアボーリングを実施した北区赤羽台および豊島区千早の両コアでも，阿多鳥浜テフラ

（Ata-Th），箱根 TCu-1 テフラが認定・対比された．そのほか，塩原カルデラの噴出物（藪層相当）

が存在する可能性がある．この両コアからは現状では対比候補のないテフラが複数層準に含まれてい

る． 

 以上の結果，ボーリングデータ解析に際し，基準となるボーリング柱状図は，武蔵野台地北東部だ

けで 12本を超える（既往研究によるものを含む；図 2）． 

 
図 2 武蔵野台地北東部における基準ボーリング．☆印は産総研による． 

 



 

図 3 東西 34断面図（位置は図 1参照）．網はＤ層のサイクルを示す. 

 

 

図 4 南北 22断面図（位置は図 1参照） 

 

（3）海進・海退サイクルの把握 

 得られたコア試料に対して貝形虫，有孔虫，珪藻分析を実施し，堆積環境を検討した．三鷹市新川

コアは極めて軟弱な海成泥層（東京層）が細い谷（入り江）状に分布するもので，植村ほか（2020）

の世田谷層と連続する．有孔虫分析結果は，当時の海水が細い入江に浸入したことを明らかにした．

赤羽台コアや千早コアからも，Ｃ層やＤ層が海進サイクルに相当することを示した． 

 

 

図 5 東京，関東平野の地形，地質層序とテフラ，海水準変動との対応関係（遠藤ほか，2021） 

 

（4）断面図で見る武蔵野台地北東部の中・後期更新統の分布の特徴 



 上記の基準ボーリングを基礎として，大量のボーリングデータに基づく解析結果を，1㎞グリッド

に沿う多数の断面図に表現した．その例を図 3，図 4に示す．武蔵野台地の全体的な特徴は，その南

西部では下総層群相当層の下位の上総層群が比較的浅い位置に存在し，Ｃ層，Ｄ層はその北東部に比

較的厚く分布する傾向がある．この傾向は，世田谷層-三鷹の東京層を結ぶ狭い谷は当時多摩丘陵が

三鷹付近まで存在して，三鷹の世田谷層は多摩丘陵内の谷に浸入したものとの考え（遠藤，2021）と

対応する． 

 以上を，グローバルな海水準変動の枠組に位置付けると図 5のようになる． 

 

（5）今後の展望 

 本研究と時期を同じくして，産業総合技術研究所による検討が進められ（中澤ほか，2019；納谷ほ

か，2020；中澤ほか，2020），2021 年には「都市域の地質地盤図 東京区部」が刊行された（納谷ほ

か，2021）．本研究の成果は大きく矛盾するものではなく，これらを補完するものと言えよう．現状

では基準ボーリングの数と質は十分とは言えないので，さらに東京や武蔵野台地の地形，地下地質の

詳細な解明を進める上で同様の研究の集積は不可欠なものものと考えられる． 
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